


会議の目的事項

報告事項

決議事項 第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役１１名選任の件

第１４５期（２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日まで）
事業報告および連結計算書類の内容ならびに会計監査人
および監査委員会の連結計算書類監査結果報告の件

第１４５期（２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日まで）
計算書類の内容報告の件

１.

２.



本総会の流れ

１．監査報告

２．報告事項の報告

３．決議事項の上程・説明

４．株主様のご質問・議案の審議

５．決議事項の採決



議決権数 ５２９万１７３６個

議決権を行使することができる株主数および議決権数

株 主 数 １０万９６４５名



ご出席の株主数・議決権数

＊議決権行使書、 インターネットによる議決権行使分を含む

議決権数 ４５３万５５６２個

株 主 数 ５万１２３４名





















事業区分別の概況

















２０２２年４月 ＣＥＯ就任

「幸せの素」を世界中に届ける
企業グループを目指すことを宣言

志×熱✕磨
スピードアップ

×
スケールアップ



① 基盤強化への取組み
Ｅ …

・ 【１００日プラン】マネジメントスタイルの進化

Ｓ …
Ｇ … 指名委員会等設置会社への機関設計変更、指名委員会による社長選任等

ＧＨＧ排出量ネットゼロのコミットメント等
サステナビリティ諮問会議の設置と取締役会への答申等

無形資産への投資・ＤＸ推進（ＳＣＭ、事業モデル変革（ＢＭＸ）等）

② 基本戦略 ◆ フェーズ１ （２０２０－２０２２） ： 構造改革 ◆ フェーズ２ （２０２３－２０２５） ： 再成長

・ ＲＯＩＣの向上と着実なオーガニック成長 ・ 重点事業への集中・アセットライトの推進

③ 外部環境変化への対応
・ ＣＯＶＩＤ－１９への対応、ウクライナ危機への対応 （【１００日プラン】スピードアップの実践）
・ 原燃料コストの可視化と迅速な打ち返し

④ 事業
食品 … スペシャリティ（妥協なき栄養）の追求による、顧客起点の事業の更なる推進
アミノサイエンス … 事業モデル変革の推進による飛躍的拡大

⑤ 取組みの結果としての企業価値向上

・ 企業価値創造サイクル = 無形資産の強化によるイノベーション創出

２０２０‐２０２５中期経営計画フェーズ１ |
方針と主な取組み



２０２０‐２０２５中期経営計画フェーズ１ |
結果
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未
財
務
指
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ＦＹ２０実績ＦＹ１９実績 ＦＹ２２実績ＦＹ２１実績
ＦＹ２２

中計時目標

６６.６％

６４％

▲０.６％

６.９％
（約８％）

９２６

２.８％

５８

６６.５％

５５％

０.３％

３.０％
（約６％）

７８０

約５％

５６

ＣＡＧＲ７％を目途とする

７０％

７０％

４％

８％

２.５％

主要１２カ国毎のスコアアップ

６１％

６８.７％

６.８％

７.９％
（８.５％）

４.８％

１,２０８

５９

６８.７％

９.５％

９.９％
（１０.８％）

１１.９％

６２％

１,３９１
（対前年＋１５％）

５９

重点事業売上高比率

オーガニック成長率 （前年比）

ブランド強度スコア

従業員エンゲージメントスコア
（“ＡＳＶの自分ごと化”）

ＲＯＩＣ（ >資本コスト）
（ ）：除く構造改革費用

単価成長率（前年比）
（海外コンシューマー製品）

ブランド価値（ｍＵＳＤ）
（ＩｎｔｅｒＢｒａｎｄ社調べ）

ＦＹ２０‐２２

構造改革

フェーズ1
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８,０００

１４,０００

１２,０００

１０,０００

２０２３（予想）（年度）

売上と事業利益の推移 売上高（億円）

事業利益（億円）

２０２０‐２０２５中期経営計画フェーズ１ |
売上・事業利益 新記録達成

構造改革 再成長へ
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４,０００

３,０００

２,０００

１,０００

２.５
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２.０

１.５

１.０
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総
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２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１ ２０２２２０００（年度）

２０２０‐２０２５中期経営計画フェーズ１ |
株価・時価総額 過去最高を更新

過去２３年間の株価と時価総額推移
約２.９倍

各年度最終営業日の終値株価

各年度最終営業日の終値に発行済株式総数を乗じて算出時価総額

０.８４兆円
（０１年３月末時点）

時価総額

２.４４兆円
（２３年３月末時点）

時価総額



２０２３年２月
「中期ＡＳＶ経営 ２０３０ロードマップ」発表

２０３０年のありたい姿と
その実現への道筋を示した

「中期ＡＳＶ経営２０３０ロードマップ」



味の素グループの 「志（パーパス）」

「アミノサイエンス で人・社会・地球のＷｅｌｌ‐ｂｅｉｎｇ に貢献する」へと進化® ＊

「アミノ酸のはたらきで食と健康の課題解決」

＊Ｗｅｌｌ-ｂｅｉｎｇ：健康で幸せな状態

ありたい姿の進化



アミノサイエンス®

創業以来、当社における、アミノ酸のはたらきに徹底的にこだわった
研究プロセスや実装化プロセスから得られた多様な素材・機能・技術・
マーケティング・サービスの総称。

◆

それらを社会課題の解決や“Ｗｅｌｌ‐ｂｅｉｎｇ”への貢献につなげる、
味の素グループ独自の科学的アプローチ

◆

アミノ酸
カラダのさまざまな機能を担う

アミノ酸のはたらき

おいしくする

栄養を届ける

体の調子を整える

新たな機能を生み出す

●

●

●

●

価値の創出
味の素グループの事業活動

食品系事業●

アミノサイエンス系事業●

アミノサイエンス とは®



志
Purpose

ASV
Ajinomoto Group

Creating Shared Value

Ｏｕｒ Ｐｈｉｌｏｓｏｐｈｙ
Ｅａｔ Ｗｅｌｌ, Ｌｉｖｅ Ｗｅｌｌ.

コーポレートスローガン

ＡＧＷ
Ａｊｉｎｏｍｏｔｏ Ｇｒｏｕｐ Ｗａｙ

志
Ｐｕｒｐｏｓｅ

ＡＳＶ
Ａｊｉｎｏｍｏｔｏ Ｇｒｏｕｐ

Ｃｒｅａｔｉｎｇ Ｓｈａｒｅｄ Ｖａｌｕｅ

新しい価値の創造、開拓者精神、社会への貢献、

人を大切にする

価値観

志を実現する取組み
事業を通じた社会価値と経済価値の共創

志・存在意義
アミノサイエンス で、人・社会・地球のＷｅｌｌ‐ｂｅｉｎｇに貢献する®

志
Ｐｕｒｐｏｓｅ

ＡＳＶ
Ａｊｉｎｏｍｏｔｏ Ｇｒｏｕｐ

Ｃｒｅａｔｉｎｇ Ｓｈａｒｅｄ Ｖａｌｕｅ

ＡＧＷ
Ａｊｉｎｏｍｏｔｏ Ｇｒｏｕｐ Ｗａｙ

味の素グループの理念体系 “Ｏｕｒ Ｐｈｉｌｏｓｏｐｈｙ“



「ＡＳＶ指標」による「中期ＡＳＶ経営」

精緻に数字を積み上げる中期経営計画の策定を廃止

長期視点の挑戦的で野心的な「ＡＳＶ指標」

社会価値指標経済価値指標

２０３０年までのありたい姿への道筋

中期ＡＳＶ経営 ２０３０ロードマップ



４つの成長領域

ＩＣＴ

グリーンフード＆ウェルネス

ヘルスケア

アミノサイエンス で人・社会・地球の
Ｗｅｌｌ‐ｂｅｉｎｇに貢献する

®

「２０３０年ありたい姿」

1 飛躍的成長の実現 ＢＰ１０％超の成長
（ＦＹ２１‐３０ ＣＡＧＲ）

２ 強固な事業基盤 ＲＯＩＣ 約１７％１:２

１:１

重点事業の進化と事業モデル変革
重点事業を進化させながら、事業モデル変革により、４つの成長領域
（ヘルスケア、フード＆ウェルネス、ＩＣＴ情報通信技術、グリーン）へとシフトしていきます。

ＦＹ２１ ＦＹ３０予想

事
業
利
益

（Ｂ
Ｐ
）

アミノサイエンス系事業
食品系事業

ＣＡＧＲ

約１０％〜

・ヘルスケア等

・調味料
・食品
・冷凍食品 ３

トコトン本気でＡＳＶ
２０３０年までに、

・１０億人の健康寿命延伸 ・環境負荷５０％削減

２０５０年にはカーボンニュートラル



「中期ＡＳＶ経営」へのマネジメント変革

ＦＹ２２ ＦＹ２３ ＦＹ２５ ＦＹ３０

ＦＹ２２
予想

経営が示す挑戦的目標

２０３０ ＡＳＶ指標

無形資産強化

ＡＳＶ指標

経済価値
指標

社会価値
指標

ロードマップ

業績予想（イメージ）

バックキャスト

経営が示す挑戦的目標

２０２５ ＡＳＶ指標

ＡＳＶをトコトン追求
「ＡＳＶ指標」を目指して

一人ひとりが挑戦をし続けること



２０３０ ＡＳＶ指標

ＡＳＶが飛躍的・
継続的に向上し、
ステークホルダー・

社会にとって
魅力的な企業で

あり続ける

経済価値
指標

社会価値
指標

無形資産
強化

ＲＯＥ

ＲＯＩＣ （>資本コスト）

オーガニック成長率

ＥＢＩＴＤＡマージン

環境負荷削減の取り組み

栄養コミットメント
栄養以外の貢献についての指標も今後検討予定

従業員エンゲージメントスコア＊

＊測定方法を、「ＡＳＶ自分ごと化」の１設問から、より実態を把握できる「ＡＳＶ実現プロセス」の９設問の平均値へとＦＹ２３スコアから変更する
＊＊「ＡＳＶ実現プロセス」のＦＹ２２スコア

コーポレートブランド価値

ＦＹ２２

１２.９％

９.９％

９.５％

１５.２％

６２％
（７５％＊＊）

１,３９１
（実績 前年＋１５％）

-

-

ＦＹ２３
予想

１２.４％

９.５％

８.８％

１５.４％

-

-

-

ＦＹ２５
計画

１８％

１３％

１７％

-

-

８０％

ＦＹ３０
計画

約２０％

約１７％

５％～
（ＦＹ２５‐３０）

１９％

環境負荷
５０％削減
（アウトカム）

８５％～

５％
（ＦＹ２２‐２５）

ＦＹ１９年比、ＣＡＧＲ ７％～

ＥＰＳ

１０憶人の
健康寿命延伸

（アウトカム）

(ｍＵＳＤ, Ｉｎｔｅｒｂｒａｎｄ社調べ）

経営が示す挑戦的目標

（ＦＹ２２対比）を目指す

一株当たり純利益

約３倍

Ａ
Ｓ
Ｖ
指
標



…ヘルスケア

…フード＆ウェルネス

…ＩＣＴ

…グリーン

…既存事業/機能

ポートフォリオマネジメントの進化
既存事業から４つの成長領域に向けた事業ポートフォリオ進化のイメージ

中
長
期
の
成
長
性

競争優位性（構築・持続）
撤退
（機能分離等も含む）

１ ４ ２

１２ ３ 集める１ … 資源を集中

変える２ … 事業モデルや
提供価値の見直し

始める３ … 新たに始める（含、協業）

止める４ … 機能分離、撤退



社会価値

アミノサイエンス®

成長性

味の素グループ独自のアミノサイエンス の強みを活かし、市場の成長性が高く、
社会価値の高い領域に絞ることを基本方針とし、４つの成長領域で飛躍的成長を目指します。

®

味の素グループの成長戦略 | 基本方針

Ｅａｔ Ｗｅｌｌ, Ｌｉｖｅ Ｗｅｌｌ.
ヘルスケア

人のカラダの深い理解を
通じた治療や予防の進化、
健康寿命の延伸に貢献する

ＩＣＴ

より高速で効率の高い
半導体の実現、
スマート社会へ貢献する

フード＆ウェルネス

食への深い理解を通じて
人々の健“幸”と
自己実現に貢献する

グリーン

地球との共生や環境負荷低減、
将来世代のために新しい
食のスタンダードを創る



成長戦略実現に向けて、他社との提携や買収等を素早く検討・判断する
イノベーション戦略チームを組成

イノベーション戦略チーム役割

成長戦略

「中期ＡＳＶ経営」の実現に向けたイノベーション戦略チームの設立

ヘルスケア ＩＣＴ

フード＆ウェルネス グリーン

ボストン,ＭＩＴ

【本社】
シリコンバレー

ＮＡＲＩＣ

フード＆ウェルネス

グリーン

【本社】

イノベーション戦略チー
イスラエル

ヘルスケア

ＩＣＴ

【本社】

イノベーション戦略チー

フード＆ウェルネス

グリーン

アセアン

【本社】

イノベーション戦略チー

ＥＵ

グリーン

ヘルスケア

フード＆ウェルネス

グリーン

ラテンアメリカ

北米

ヘルスケア

ＩＣＴ

本社
イノベーション戦略チーム

成長４領域部会

グローバル構想

情報
収集

方針・
目利き

技術
スカウト

Ｍ＆Ａ
戦略

ＣＶＣ
戦略

事業開発
戦略

イノベーション
戦略チーム



２０２３年４月１日 マーケティングデザインセンター発足（動画）



従業員エンゲージメントスコアを確認することで
各種取組みの効果を定期的に測定していきます。

無形資産強化

無形資産投資・強化の取組みはＡＳＶの実現と密接に関わる

無形資産強化

技術
資産

Ｒ＆Ｄ投資の強化、
メリハリのある設備投資戦略

人財
資産

フォーカスした人財投資

「志」の醸成と共感、
「多様性」と「挑戦」に



ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン （多様性・公平性・包括性）

多様性を高めるため、重点３指標
（性別、国籍、グループ企業所属籍） の取組みを進めます

◆ 執 行 役 ：女性３名、外国籍２名を登用

◆ 社外取締役：外国籍１名を候補
２０２３年４月

味の素グループの優秀な人財が企業や国を超えて
更にグローバルに活躍できるよう取り組む



２０３０ロードマップ ～従業員と「志」を共にしていくために～

社員の方々と対話を始めています！（動画）



リスクマネジメント体制の強化

味の素グループの
リスクマネジメント力を向上

事業環境の変化は激しく、包括的なリスクマネジメントが重要

「中期ＡＳＶ経営 ２０３０ロードマップ」の実現の妨げとなるリスクを
早期に特定し、味の素グループへの影響評価を実施して対応策を立案

２０２３年４月 経営リスク委員会を新たに設置



０

８０

２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１ ２０２２ ２０２３

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

（
円
）

株主還元
◆ ＦＹ２２は更なる増配予定

（従来予想 ６２円→ 今回 ６８円）

◆ ＦＹ２３は累進配当方針に基づき、増配予定。
自己株式取得も決定し、株主還元の更なる充実を図る

ＦＹ２２

６８円/年 （増配予定）
対ＦＹ２１ ＋１６円
対ＦＹ２２期首予想 ＋１０円

約３００億円、約７.２百万株の

自己株式を取得
発行済株式総数
（自己株式除く）に対する割合 １.３４％

ＦＹ２３

７４円/年 （増配予定）
対ＦＹ２２ ＋６円

５００億円、１２.５百万株を

上限とする自己株式取得を決定
発行済株式総数
（自己株式除く）に対する割合 ２.３６％

配当（ＦＹ１０ ‐ ＦＹ２３ （予定））

１６ １６ １８ ２０
２４

２８ ３０ ３２ ３２ ３２

４２

５２

６８
７４



取締役会の実効性評価の結果



機関設計変更の意義

● 取締役会の監督機能のさらなる強化
● スピード感のある執行
● 指名委員会等設置会社＝わかりやすいガバナンス設計

権限移譲・監督

ローリングしながら
取締役会とＣＥＯ(経営会議）とが

密に情報交換を行う。

提案・報告

ＣＥＯ（経営会議）
ワンチーム＝スピード重視

業務執行

● 取締役会審議を通じた
経営の方向性を即時に
共有。

● 「稼ぐ力」「リスクテイク」
「企業価値向上」に
対する責任を負う。

取締役会
多様性=マルチステークホルダーの意見

審議

報告 決議
一部、
執行に移譲

重要な経営事項
執行の監督・監査



取締役会の多様性

岩田 喜美枝

中山 讓治

土岐 敦司

八田 陽子

藤江 太郎

名和 高司

引頭 麻実

白神 浩

佐々木 達哉

栃尾 雅也

社外
取締役

社外
取締役

社外
取締役

社外
取締役

社外
取締役

社外
取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

経営戦略 グローバル サステナビリティ デジタル
研究開発・

生産

セールス・

マーケティング
財務・会計

人事・

人財開発

法務・リスク

マネジメント



７つの重要経営事項

① 企業価値（無形資産を起点としたＡＳＶ価値創造サイクル）

② 資本政策、ＢＳ最適化、株主還元

③ 意思決定プロセス、ガバナンス体制の設計・整備・方針・運用

④ 中期経営計画等の経営計画

⑤ 撤退を含む事業ポートフォリオの再構築

⑥ 大規模なＭ&Ａ

⑦ 大規模投資



取締役会の実効性評価の結果

当社が掲げる「実効性」を概ね適切に発揮できているものと評価

当社の取締役会は、７つの重要な経営事項についての
充実した審議に基づき、執行側に対して大きな方向性を示す

当社における取締役会の「実効性」
取締役会が、企業価値を大きく左右する重要な経営事項を議論・検討し、
大きな方向性を示すことで執行のリスクテイクを促すとともに、執行のプロセスと
成果の妥当性を検証し、執行を適切に監督するという目的を、どれだけ適切に
果たせているか。

取締役に対しアンケートおよびインタビューを実施し、その結果を取締役会において検証



取締役会の実効性評価の結果

「中期ＡＳＶ経営 ２０３０ロードマップ」の策定

取締役会

多数回にわたる審議を行った結果、
執行側が挑戦的な目標を掲げる
ことの後押し

ＣＥＯ （経営会議）

執行側の「適切なリスクテイク」

今後も当社が掲げる「取締役会の実効性」の
向上のための取組みを常に続け、

持続的な企業価値の向上に努めて参ります。



第１４５期計算書類の
内容報告の件



会計監査人の監査結果




